
 

DVD Shrinkでバックアップ 

DVD Shrink3 ベータ５を使用します。 

起動  

初回起動時はライセンス規約画面が出ます。 
同意して次に進みましょう。  

図１ 

  

これがメイン画面です。 
まず、最初にデータを読込みます。  

図２ 

  

設定画面です。通常はデフォルトのままで良いと思います。 
作業中ビデオを再生したくない場合は「Play・・・・・changes」のチェックを外します。  
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読込み  

入力元を設定します。 
目的に合わせて項目１か２をご覧下さい。  

１．ＤＶＤ（ディスク）から読込み（リッピング） 

図３ 

  

「Open Disk」を押します。  

ＤＶＤのリッピングを行う場合はDVD Shrink起動前にPowerDVDなどの再生ソフトで 
一度ＤＶＤを再生して下さい。（再生して映像が確認出来たら終了。）  

２．ファイル（リップ済み）から読込み 

図４ 

  

「Open Files」を押します。 
「Open Files」ではVIDEO_TS.IFOファイルを指定します。  

図５ 

  

図３または図４で入力元を指定すると読込み（分析）が始まります。  

圧縮設定  

目的に合わせて項目１か２をご覧下さい。  

１．ディスク丸ごと圧縮  

図６ 
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①のMENU・本編・特典に対して②で圧縮率・音声・字幕有無を指定して行きます。  

圧縮率は通常は「Automatic」で良いと思います。 
自分で圧縮率を設定したい場合は以下のように 
Ratioをチェックして設定します。  

図７ 

  

③の部分をマウスでドラッグして調整します。  

２．本編のみ圧縮  

図８ 

  

Re-Authorボタンを押して新規画面を開きます。  

図９ 
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図９のように必要なタイトルをドラッグ＆ドロップで追加していきます。 
次に追加したタイトルに対して圧縮率・音声・字幕を設定していきましょう。  

タイトル毎に映像の開始位置と終了位置の設定を行います。（必要ならば）  

図１０ 

  

「Start/End」を押します。  

図１１ 

  

各タイトルの開始位置と終了位置を設定します。  

ファイル出力  

図１２ 

  

「backup！」を押します。  

注）出力しようとしているファイルサイズが4.7GBを超えていると警告メッセージが表示されます。  
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図１３ 

  

①出力先のフォルダ 
②リージョンはデフォルトのままで結構です。 
③DVDディスクのボリューム名を入れます。 
④分析を行う場合はチェックします。 
 分析機能を使うと画質が改善されるようです。 
 ただし、その分時間が掛かります。  

  

あらかじめ「Analysis」ボタンで分析を行っておくことも出来ます。 
その場合④はチェック出来ません。  

図１４ 

  

図１３でPerform Deep Analysisをチェックした場合はエンコードの前に分析を行います。  

図１５ 

  

エンコードが始まります。  

図１６ 
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もどる 

Copyright 2003 Takuwan 

  

エンコード終了です。  

作成されたファイルを再生して動作・画質を確認しましょう。  
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